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研究成果の概要（和文）：本研究では，国際資源循環が日本の廃棄物リサイクルに及ぼす影響に

ついて研究を行った。その結果，(1)日本国内における廃棄物リサイクルに関しては，行政と民

間の役割分担や，両者による協働型リサイクル，さらに再生資源の輸出急増の推移と影響につ

いていくつかの知見を得た。また，(2)日本－台湾間の再生資源流動に関しては，品目別・国別

の再生資源輸出入の特徴とその背景や，日本と台湾の類似点・相違点などについて明らかにし

た。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine on the influences of the 
international trade of recyclable waste on the recycling of waste in Japan. Regarding 
the recycling of waste in Japan, this study analyzed the division of roles among 
municipalities, residents and dealers and their collaborative activities of waste 
recycling, and the influences of rapid increases in exports of recyclable waste. In 
addition, this study examined the trades of recyclable waste between Japan and Taiwan, 
and found the characteristics and backgrounds of imports and exports of recyclable waste 
by items by countries, and the similarities and differences between Japan and Taiwan. 
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１．研究開始当初の背景 
 国際資源循環は，特に中国における資源需
要の急増を背景に，再生資源の流動がグロー
バル化し量的にも拡大しているものである。
最近の廃棄物問題研究において，国際資源循
環は最重要トピックの 1つであり，研究書の
刊行や学術誌での特集がみられる。これらの

研究では，アジア地域における再生資源流動
の動向，国際資源循環の仕組み，アジア各国
におけるリサイクルの現状，自動車や
E-waste（電子電気機器廃棄物）等特定品目
のリサイクルの現状などが明らかにされて
きた。 
一方，申請者の研究関心は，国際資源循環

機関番号：14401 

研究種目：若手研究（B） 

研究期間：2010～2012 

課題番号：22720308 

研究課題名（和文）：国際資源循環が日本の廃棄物リサイクルに及ぼす影響に関する研究 

 

研究課題名（英文）：Research on the influences of the international trade of recyclable 

waste on the recycling of waste in Japan 

研究代表者 

波江 彰彦（NAMIE AKIHIKO） 

 大阪大学・文学研究科・助教 

 研究者番号：40573647 

 
 



との関係で大きく変化しつつある日本の廃
棄物リサイクルにある。国際資源循環の中で，
日本の再生資源は相当量が国外に流出して
いる。このことは日本国内の廃棄物量を左右
し，また，廃棄物リサイクルの様態に影響を
与えることが考えられる。廃棄物排出・管理
の長期変動について追究してきた申請者は，
近年の日本における廃棄物減少を重要局面
ととらえており，このことと国際資源循環と
の関連性に関心を抱いている。このような背
景があり，本研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，国際資源循環が日本の廃
棄物リサイクルに与えている影響やそれに
よって起きている変動を明らかにすること
である。日本が本格的にリサイクルに取り組
み始める 1990 年代から国際資源循環が拡
大・活発化した 2000 年代までの推移を追究
する。再生資源のフローと廃棄物リサイクル
にかかわるステークホルダに注目して分析
を進める。日本国内・日本対国外・国内の大
都市地域という異なる地域スケールで起き
ているそれぞれの現象にアプローチし，多方
面の検討から日本の廃棄物リサイクルに関
する統合的な理解を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究の遂行にあたっては，以下の 4つの研
究課題と各々の到達点を設定した。 
 
(1)日本国内の再生資源量に関する計量的分
析 
 この分析の意図は，再生資源の量的な動向
や特徴をマクロにとらえることにある。再生
資源の複雑なフローと国際資源循環の拡大
期におけるフローの変動を推定・予測するこ
とを到達点とする。 
 
(2)日本国内の廃棄物リサイクルにかかわる
ステークホルダに関する分析 
 この分析の意図は，廃棄物リサイクルのス
テークホルダである行政・市民・事業者の動
向や特徴をマクロにとらえることである。こ
れら三者の数的特徴のほか，ステークホルダ
の規模・タイプ・実績・施策・戦略などが分
析対象である。最終的に，行政・市民・事業
者の三者に関する分析成果を統合して考察
し，国際資源循環の影響下における廃棄物リ
サイクル・ステークホルダ全体の特徴やステ
ークホルダ間関係の変化などについて明ら
かにする。 
 
(3)台湾を事例とする日本対国外の再生資源
流動に関する実態調査 
 台湾への古紙・廃ペットボトルの輸出を事
例に調査を行う。台湾を対象地域としたのは，

中国と比べ調査が比較的容易だからである。
台湾は，1990 年代後半には最大の古紙輸出相
手であった。中国への輸出急増によって相対
的に台湾への輸出は減少しているものの，近
年でも古紙・プラスチックくず（廃ペットボ
トル含む）ともに国・地域別輸出割合の 5％
前後を占める主要な輸出相手の 1 つである。 

 
(4)大都市地域における廃棄物リサイクルに
関する分析 
 この分析は，①再生資源の排出・流動量が
大きく，国際資源循環の影響によるダイナミ
ックな変動が想定できること，②申請者のこ
れまでの研究蓄積を生かしさらなる進展を
目指すこと，の 2点を理由として大都市地域
を対象とする。大都市地域において展開する
再生資源流動や廃棄物リサイクルが国際資
源循環の拡大によってどのように変動して
いるのかを明らかにする。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は，(1)日本国内における廃
棄物リサイクル，(2)日本－台湾間における
再生資源流動，という 2つのサブテーマに分
けられる。以下，それぞれのサブテーマに関
する研究成果について記す。 
 
(1)日本国内の廃棄物リサイクルに関する研
究成果 
 日本における廃棄物リサイクルの長期的
な変動や廃棄物リサイクルにおける各ステ
ークホルダの動向について分析すべく，国・
地方自治体の関係部局が刊行・発表している
資料・データの収集と整理を進め，それらを
もとに研究を進めた。特に東京都特別区や大
阪市などの大都市に注目し，ごみのリサイク
ルが本格的に推進された 1990 年代から現在
までのごみリサイクルの推移について検討
した。特にごみリサイクルを担うアクターに
注目し，行政・民間の双方による「協働型リ
サイクル」が進行したかどうかについて検討
した。その結果，行政と民間の役割分担が進
んだことや，一部の都市では都市型の協働型
集団回収が着実に進んでいることなどを明
らかにした（図 1・図 2）。 
 また，あわせて非大都市における廃棄物リ
サイクルの推移についても検討した。福井県
を事例に，2000 年度と 2006 年度のごみリサ
イクルの実績データを統計的に分析・比較し，
行政によるリサイクルと民間によるリサイ
クルの関係性について追究した。その結果，
多分別収集などの取り組みにより，ごみのリ
サイクルにおける行政の役割・寄与が大きく
なってきていることを明らかにした。その結
果，多分別収集などの取り組みにより，ごみ
のリサイクルにおける行政の役割・寄与が大
きくなってきていることを明らかにした。 



 
一方で，特に福井県では集団回収活動などの
民間リサイクルが重要性を保っているが，そ
の活動には限界もあることを指摘した。 
 さらに，下記(2)とも関連するが，貿易統
計を用いて，日本を起点とする再生資源・中
古品の輸出入の推移について分析した。特に
中国における資源需要急増などを背景に，古
紙や金属くずなどの輸出が急拡大したこと
などを明らかにした。また，こうした動向と
日本国内における廃棄物リサイクルとの関
係についても検討した。 
 
(2)日本－台湾間における再生資源流動に関
する研究成果 
 数回にわたって台湾・台北に渡航し，再生
資源に関する貿易統計資料や，台湾およびそ
の大都市における廃棄物管理・リサイクルに
関する資料の収集を進め，また，台湾の研究
者や関係者から聞き取り調査を行った。現段
階での研究成果による日本－台湾間におけ
る再生資源流動の推移に関する特徴は，以下
のようにまとめられる。 
・日本も台湾も，2000年代前半に再生資源の
輸出が大幅に増加している。中国への輸出，
あるいは，中国などへの輸出の中継地として 

 
知られる香港への輸出の伸びが顕著である。
やはりこの動きは，中国における急激な経済
発展に伴う資源需要の高まりが推進力にな
っていると思われる（図 3・図 4）。 
・ガラスくずの輸出にも，主要な輸出相手国
がシフトするという類似点がみられた。詳細
は別途検討する必要があるが，ブラウン管テ
レビのガラスカレット輸出の動向が影響し
ていると考えられる。 
・再生資源の輸入に関しては，特に 1990 年
代においては日本も台湾もアメリカとの関
係性が強かった。 
・日本が 2000 年前後から再生資源の輸出国
に転じたのに対し，台湾も全体として再生資
源の輸出は増加しているものの，現在も相当
量の再生資源輸入がみられる。この点は日本
－台湾間にみられる相違点の 1つである。 
・再生資源貿易における中国の影響力が強ま
る中で，日本－台湾間の関係性は 1990 年代
と比べると相対的に弱まりつつある。しかし，
今なお台湾にとって日本は再生資源貿易の
主要な相手国であり続けている。 
 
 最後に，本研究成果の位置づけと今後の展
望について述べる。「１．研究開始当初の背

図 1：大阪市の集団回収団体内訳（2004） 

図 1：大阪市の集団回収団体内訳（2010） 
出典：大阪市環境局提供資料をもとに作成
（図 1・図 2）。 

図 3：日本のプラスチックくず輸出の推移
（1990～2011） 

図 4：台湾のプラスチックくず輸出の推移
（1990～2011） 
出典：財務省貿易統計，『中華民國臺灣地區
出口貿易統計月報』，『中華民國臺灣地區進
口貿易統計月報』（図 3・図 4） 



景」で述べたように，国際資源循環や廃棄物
リサイクルのグローバル化に対する学術的
関心は高まってきているが，研究は経済学や
工学の分野で先行しており，代表者が専門と
する地理学分野からの研究成果はまだ少な
い。グローバル化の進行とともに「廃棄物」
が国境を超えて流動し，そのことが局所的に
影響を与える（環境問題の発生や従来の仕組
み・産業への影響など）といった現象はまさ
に地理的・空間的な現象であり，今後よりい
っそう地理学分野からの貢献が求められよ
う。本研究はその端緒と位置づけられるが，
本研究期間内に達成できず，残された課題も
多い。たとえば，国際資源循環の動向を理解
するためには，多国間で行われている再生資
源輸出入の包括的な把握のほか，各国の廃棄
物管理システムとの関係，一次資源も含めた
グローバルな資源動向との関連性など，多角
的な視点から追究していく必要がある。これ
らの課題については，今後研究を進めていく
中で解明していきたい。 
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